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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年10月29日(2015.10.29)

【公開番号】特開2014-100299(P2014-100299A)
【公開日】平成26年6月5日(2014.6.5)
【年通号数】公開・登録公報2014-029
【出願番号】特願2012-254084(P2012-254084)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   6/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３００Ｄ
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３００Ｘ
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３３１Ｅ
   Ａ６１Ｂ    6/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月7日(2015.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　実施の形態のＸ線診断装置は、Ｘ線管装置と、Ｘ線検出器と、揺動機構と、画像生成手
段と、表示制御手段とを備える。Ｘ線管装置は、被検体に対してＸ線を照射する。Ｘ線検
出器は、前記Ｘ線管装置から照射され、前記被検体を通過したＸ線を検出する。揺動機構
は、前記Ｘ線管装置によって前記被検体に対して照射されるＸ線の照射方向を揺動させる
。画像生成手段は、前記揺動機構によって照射方向が揺動されながら前記被検体に対して
照射され、当該被検体を通過したＸ線の情報を用いてＸ線画像を生成する。表示制御手段
は、前記画像生成手段によって生成されたＸ線画像を所定の表示部にて表示させるように
制御する。前記揺動機構は、前記Ｘ線画像に基づく所定のタイミングで前記Ｘ線の照射方
向を揺動させる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対してＸ線を照射するＸ線管装置と、
　前記Ｘ線管装置から照射され、前記被検体を通過したＸ線を検出するＸ線検出器と、
　前記Ｘ線管装置によって前記被検体に対して照射されるＸ線の照射方向を揺動させる揺
動機構と、
　前記揺動機構によって照射方向が揺動されながら前記被検体に対して照射され、当該被
検体を通過したＸ線の情報を用いてＸ線画像を生成する画像生成手段と、
　前記画像生成手段によって生成されたＸ線画像を所定の表示部にて表示させるように制
御する表示制御手段と、を備え、
　前記揺動機構は、前記Ｘ線画像に基づく所定のタイミングで前記Ｘ線の照射方向を揺動
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させることを特徴とするＸ線診断装置。
【請求項２】
　前記揺動機構は、前記Ｘ線管装置及び前記Ｘ線検出器を支持する支持部を３次元空間内
で自在に動かすことで、前記Ｘ線の照射方向を揺動させることを特徴とする請求項１に記
載のＸ線診断装置。
【請求項３】
　前記揺動機構は、前記Ｘ線管装置によるＸ線の照射方向を変更することで、前記Ｘ線の
照射方向を揺動させることを特徴とする請求項１に記載のＸ線診断装置。
【請求項４】
　前記揺動機構は、前記Ｘ線管装置に含まれるＸ線管によるＸ線の照射方向を変更するこ
とで、前記Ｘ線の照射方向を揺動させることを特徴とする請求項１に記載のＸ線診断装置
。
【請求項５】
　前記画像生成手段によって生成されたＸ線画像に含まれる線状構造物の走行が不明であ
るか否かを判定する判定手段をさらに備え、
　前記揺動機構は、前記判定手段によって前記線状構造物の走行が不明であると判定され
た場合に、前記Ｘ線の照射方向を揺動させることを特徴とする請求項１～４のいずれか一
つに記載のＸ線診断装置。
【請求項６】
　前記判定手段は、前記Ｘ線画像に含まれる線状構造物内に挿入された医療用デバイスの
位置に基づいて、当該医療用デバイスの動きを検出し、前記医療用デバイスの動きが停止
した場合に、前記線状構造物の走行が不明であると判定することを特徴とする請求項５に
記載のＸ線診断装置。
【請求項７】
　Ｘ線の照射方向を揺動させるための入力操作を受付ける受付手段をさらに備え、
　前記揺動機構は、前記受付手段が所定の入力操作を受付けた場合に、前記Ｘ線の照射方
向を１周期分揺動させることを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載のＸ線診断
装置。
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